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平成28（2016）年

第180号 毎月発行

今月号の内容

2面… 地域課題を考える講座
 女性のための講座
 多文化共生講座
3面… 田無公民館まつり

「
も
っ
と
に
こ
や
か
に
、
動
作
を

は
っ
き
り
と
」。
平
日
の
午
後
、
ひ

ば
り
が
丘
公
民
館
の
一
室
に
代
表
の

藤
澤
紀
子
さ
ん
の
声
が
響
き
ま
す
。

「
し
ゅ
わ
ク
ラ
ブ
し
ゅ
わ
に
ゃ
ん
」

（
以
下「
し
ゅ
わ
に
ゃ
ん
」）は
中
原
小

学
校
施
設
開
放
運
営
協
議
会
が
実
施

し
た
手
話
講
座
が
き
っ
か
け
で
結
成

さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
８
人
と
そ
の
保
護
者
、
指
導
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
ろ
う
者
を
含
め

た
約
30
人
の
メ
ン
バ
ー
が
週
２
回
活

動
し
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
な
い
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
は
手
話
以
外
に
も
い
く

つ
か
あ
る
こ
と
、
聞
こ
え
な
い
人
の

文
化
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
上
で
手

話
の
学
習
を
始
め
ま
す
。

会
で
は
、
学
習
の
ひ
と
つ
と
し
て

「
手
話
歌
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

「
手
話
歌
」
を
す
る
時
に
大
事
な
こ

と
は
、
歌
詞
の
意
味
を
十
分
に
理
解

し
て
手
話
に
変
換
す
る
こ
と
で
す
。

表
情
な
く
、
手
先
だ
け
で
表
す
「
手

話
歌
」
を
見
る
の
は
、
聞
こ
え
な
い

人
に
と
っ
て
苦
痛
で
す
。
手
話
は
聞

こ
え
な
い
人
に
と
っ
て
大
事
な
言
語

で
あ
り
、「
手
話
歌
」
は
、
歌
詞
を

手
話
に
変
換
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

「
見
て
」楽
し
め
る
工
夫
が
必
要
で
す
。

活
動
に
参
加
す
る
福
井
さ
ん
親
子
。

２
人
の
子
ど
も
は
聴
覚
に
障
が
い
が

あ
り
ま
す
。
手
話
講
座
に
親
子
で
参

加
し
た
縁
で
入
会
し
ま
し
た
。
受
講

当
時
、
福
井
さ
ん
は
西
東
京
市
に
引

っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
知
り
合
い

も
な
く
、
幼
い
子
ど
も
を
抱
え
て
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
で
友
達
が
た
く

さ
ん
で
き
、
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
夫
婦
と
も
に
聴
覚
に

障
が
い
が
あ
り
ま
す
。
聴
覚
に
障
が

い
の
な
い
３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
悩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
話
に
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
５
歳

の
長
女
は
、「
し
ゅ
わ
に
ゃ
ん
」
を

見
学
し
た
と
き
、
年
の
近
い
子
ど
も

た
ち
が
楽
し
そ
う
に
手
話
を
使
う
様

子
を
見
て
、
自
分
か
ら
手
話
を
学
び

た
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。「
子
ど

も
た
ち
が
手
話
を
使
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
深
ま
る
の
が
と
て
も
嬉
し
い
」

と
小
川
さ
ん
は
思
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
１
年
に
１
度
、
全

国
手
話
検
定
試
験
に
挑
戦
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
づ
く
り
に
す
ぎ
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
、
細
く
て
も
長
く
、
聞
こ
え

な
い
人
と
か
か
わ
り
続
け
る
こ
と
を

藤
澤
さ
ん
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
言
語
を
用
い
て
他
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
す
。

手
話
は
、
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉

や
紙
に
書
か
れ
た
文
字
と
同
じ
ひ
と

つ
の
言
語
で
す
。「
し
ゅ
わ
に
ゃ
ん
」

で
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
と

な
い
人
が
一
緒
に
こ
の
共
通
の
言
語

を
学
び
な
が
ら
、
個
性
あ
る
一
人
一

人
と
し
て
向
き
あ
い
、
自
然
に
交
流

し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
と

な
い
人
の
間
に
隔
た
り
が
な
い
活
動

は
、
と
も
に
生
き
る
社
会
を
求
め
る

確
か
な
実
践
で
あ
る
と
、
取
材
を
通

し
て
感
じ
ま
し
た
。

手話は少し知っていたけれど、ここ
に来てよくわかるようになりました。
言葉で表せないことを手話で伝えられ
るようになりました。言いにくいこと
も、手話なら言えることもあります。

触手話：耳と目に障がいのある谷口さんと、手で
触れながら手話をし、会話します。

【補聴器使用の小学４年生 万莉子さん】

「しゅわにゃん」の活動は楽しい。
子どもたちが耳の聞こえない人と交流
し、自然に理解していくことは良いこ
とであり、将来活躍してくれることを
期待しています。

【７か国語の手話の達人！
ろう者の高桐尊史さん】

だれでも人の助け
があれば嬉しい。障
がいのある人だから
サポートするのでは
なく、困っている人
を手助けする気持ち
が大切だと思います。
【親がろう者の
中学１年生 雄真くん】

魅
力
あ
る
人
や
お
店
、
場
所
な
ど

を
紹
介
す
る
情
報
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

『
ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｐ
ｐ
ｏ
西
東
京
』。
企
画
・

制
作
し
て
い
る
の
は
、「
西
東
京
市

の
良
い
と
こ
ろ
を
伝
え
た
い
」
と
現

場
に
出
向
き
、「
マ
マ
」
の
目
で
情

報
発
信
す
る
ラ
イ
タ
ー
チ
ー
ム
「
ま

ま
ペ
ン
シ
ル
」
で
す
。

30
代
か
ら
50
代
の
メ
ン
バ
ー
は
み

な
、
子
育
て
真
っ
最
中
で
す
。
出
会

い
は
３
年
前
に
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
開
催
し
た
マ
マ
記
者
養
成
講
座
。

そ
の
後
に
発
行
さ
れ
た
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
の
制
作
チ
ー
ム
の
中
の
有
志
が

結
成
し
ま
し
た
。

活
動
を
始
め
る
と
き
、
専
業
主
婦

だ
っ
た
４
人
が
最
初
に
し
た
の
は
、

取
材
に
必
要
な
名
刺
を
作
る
こ
と
。

「
遠
く
に
置
い
て
き
た
も
の
」
を
取

り
戻
し
た
よ
う
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

時
間
が
な
い
中
、
味
方
は
家
族
の

理
解
と
協
力
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン
で

す
。家
事
が
落
ち
着
い
た
夜
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
を
す
る
こ
と
も
。

紙
面
の
編
集
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制

作
な
ど
に
も
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て

い
ま
す
。一
方
、強
力
な
相
棒
は
自
転

車
。市
内
を
走
り
回
る
日
々
は
想
像

し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
発
行
だ
け
で

な
く
、
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
彼
女
た
ち

の
原
動
力
は
、
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る

さ
と
に
な
る
西
東
京
市
の
魅
力
を
知

り
た
い
・
知
ら
せ
た
い
と
い
う
思
い
。

地
域
の
様
々
な
方
た
ち
と
出
会
え
る

喜
び
と
、
読
者
か
ら
の
反
応
を
励
み

に
、
今
日
も
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い

ま
す
。

昭
和
22
年
、
新
学
制
の
中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
田
無
中
学
校
は
、

昭
和
25
年
に
南
町
五
丁
目
６
番
（
現
在
の
田
無
庁
舎
の
敷
地
）
に
移
転
。

昭
和
42
年
、市
制
施
行
と
と
も
に
「
田
無
第
一
中
学
校
」
と
改
名
し
ま
し
た
。

昭
和
47
年
11
月
、
火
災
で
教
室
等
が
焼
失
。
焼
け
跡
に
建
て
ら
れ
た
プ
レ

ハ
ブ
校
舎
で
授
業
が
行
わ
れ
、
昭
和
48
年
に
現
在
の
場
所
（
南
町
六
丁
目

９
番
37
号
）
に
移
転
し
ま
し
た
。昭和37（1962）年ごろの田無中学校

西東京市中央図書館地域・行政資料室所蔵

現在の南町五丁目６番
田無庁舎側から見た中央図書館

『ｔａｎａｐｐｏ西東京』編集会議風景：左奥から時計回りに、 

代表の三好希世乃さん、 廣田亜希子さん、徳丸由利子さん、

左手前は第３号のデザインを担当した中村晋也さん

たかぎりたけし

ゆうま

ま  り  こ

し
ゅ  

わ   

う
た

ふ
じ
さ
わ  

の
り  

こ

お   

が
わ

ふ
く  

い

なかむらしんや

みよしき  よ の ひろ た あ き  こ とくまるゆりこ

しょくしゅわ

「
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
」。
こ
れ
は
、

ひ
ば
り
が
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
初
め
て
「
手
話
歌
」
を
聴
い
た
方
の
感
想

で
す
。
編
集
室
で
は
、
あ
ふ
れ
る
笑
顔
と
と
も
に
、
こ
の
手
話
に
よ
る
歌
を

発
表
し
た
「
し
ゅ
わ
ク
ラ
ブ
し
ゅ
わ
に
ゃ
ん
」
を
取
材
し
ま
し
た
。

手話でハートをつなぐ
～ともに生きる～

わ
が
街
を
も
っ
と
知
り
た
く
て

パ
ワ
フ
ル
女
子
だ
っ
。「
ま
ま
ペ
ン
シ
ル
」

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

田
無
庁
舎
の
敷
地
に
田
無
中
学
校

　
　
　（
現
田
無
第
一
中
学
校
）が
あ
っ
た
こ
ろ

♥
歌
を「
目
」で「
聴
く
」

♥
明
日
を
ひ
ら
く
出
会
い

♥
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
先
に

西東京市
5 月 1 日

編集　公民館だより編集室
発行　西東京市公民館
毎月第４月曜日は休館日です
柳沢公民館 柳沢1ｰ15ｰ1　☎042・464・8211　kouminkan@city.nishitokyo.lg.jp
田無公民館 南町5ｰ6ｰ11　☎042・461・1170　tana-kou@city.nishitokyo.lg.jp
芝久保公民館 芝久保町5ｰ4ｰ48 ☎042・461・9825　shiba-kou@city.nishitokyo.lg.jp

谷戸公民館 谷戸町1ｰ17ｰ2　☎042・421・3855　yato-kou@city.nishitokyo.lg.jp
ひばりが丘公民館 ひばりが丘2ｰ3ｰ4  ☎042・424・3011  hibari-kou@city.nishitokyo.lg.jp
保谷駅前公民館 東町3ｰ14ｰ30 ☎042・421・1125　ekimae-kou@city.nishitokyo.lg.jp

目の不自由な方に声の 「公民館だより」 をお届けしています。　　谷戸図書館（☎042－421－4545）へお問い合わせを



「不登校」や「ひきこもり」など生き
づらさを抱える若者を支えていくた
めに、家族や地域に何ができるか、何
が必要かを考えます。
　公開講座のみの参加もできます。
　 日曜日14時～16時
　 保谷駅前公民館

子ども目線で五感をフル活用して
子育てを楽しみませんか。
　 木曜日10時～12時
　 芝久保公民館
　 市内在住の子育てにかかわる女性
　 20人（申込多数の場合は抽選）
　 500円（おやつ代）

　 柳沢公民館
　 当日、上映30分前から受け付けをします。
　 直接視聴覚室までお越しください。
　 上映時間前の入場にご協力お願いします。
　 50人（先着順です。定員に達した場合、入場をお断りすることがあり
ます。あらかじめご了承ください。）

「赤いハンカチ」
（1964年/日本 /1時間38分）
5月11日（水）　14時～
監　督：舛田利雄 
出　演：石原裕次郎
　　　  浅丘ルリ子　ほか

「カサブランカ」
（1943年/アメリカ/１時間43分）
5月27日（金）　19時～
監　督：マイケル・カーティス
出　演：ハンフリー・ボガード
　　　  イングリット・バーグマン ほか

１

２

３

４

５

６

日程

6/5

6/12

6/19

6/26

7/3

7/10

8月

9月

10月

内　　　容

内　　　容日程回 講　　　師

保育説明会 保育員・担当職員

講　　　師

任
意
参
加

【公開講座】「場づくり」講座 
“サードプレイス”が地域を変える！

“学校に行かない”という生き方
安心して働き、活動し、生きていくためには

須永祐慈（NPO法人ストップいじめ！
ナビ副理事・事務局長）

不登校の子どもを持つ親たちが語り合う“場”の
意味とは

小山裕子（NPO法人オニバスの種副理事
長、スクールソーシャルワーカー）

“聴く力”を高めよう
聴き上手は人間関係を楽にする

食育講座（四季を感じる食卓・食材を通し
て、五感ではじめる食育）

塚田洋子（子育てサロン代表・厚生労働省管
轄健康生きがいづくりアドバイザー）

重松和枝（CAPセンターJAPANトレーニ
ング委員会所属トレーナー）

森野恵子
（食育アドバイザー、食育倶楽部代表理事）

宮良愛子（ダルクローズ・リトミック国際ラ
イセンス取得講師）

【公開講座】チャイルド・ビジョン
（子どもの視点と感覚を体感）

脳の発育と絡めて五感（触感）を使いなが
ら玩具を使う遊び。アタッチメントの大
切さを学ぶ

ダルクローズ・リトミック「音楽による人
間教育」。心と身体の調和の視点で楽しむ

すぐに役立つ大切にしたい子育ての知恵
と情報、10年後を見据えた子育て

碓氷美香（心のビタミンラボ-みかんのカ
ウンセリングルーム代表）

長田英史（NPO法人れんげ舎代表理事）

野口裕二（東京学芸大学教授）ナラティヴと当事者研究

オリエンテーション・自己紹介

加藤尚子(保育アドバイザー、保育士）

保育員・担当職員

塚田洋子

保育室レポート、講座のふりかえり

西東京市ほっとネット推進員ほか“場”を運営している先輩に聴く

若者支援の“場”をレポート（１カ所5人以内×4～5カ所）

“場”の計画会議（講座での学びを足がかりに“場”を構想し、広報開始）

“場”の活動開始（実際に“場”を開きそのレポートを当事者に届ける）

 ☆ 5/12

 1 5/19

 2 5/26

 3 6/2

 4 6/9

 5 6/16

 6 6/23

 7 6/30

 8 7/7

 9 7/14

 10 7/21

　 テーマに関心がある方（市内在
住・在勤・在学者優先）

　 20人（申込順）
 　※第１回の公開講座のみ50人　
　（申込順）

　 5月2日(月)10時から電話かメー
ルで保谷駅前公民館へ

子育てに毎日忙しく過ごすあなた。
世界で、地域で起きていることに目
を向けませんか。地域の仲間ととも
に学びましょう。
　 火曜日10時～12時
　 田無公民館
　 市内在住の子育て中の女性
　 外国出身の方も歓迎します！

　 20人（申込多数の場合は抽選）
　 ６か月以上４歳未満の乳幼児15
人（1歳未満は3人程度）

　 1,000円（おやつ代）
　 5月12日（木）17時までに電話か
メールで田無公民館へ

　 本文他に　　・　・　・保育付き講
座の受講経験の有無を明記

パステルアート展
チョークに似た画材を削って指で
描くアート作品です。
　５月11日(水)～５月30日（月）
パステルアート講習会
　かんたんに楽しめます。
　５月14日（土）10時～12時
　 小学４年生以上の市内在住者（小
学３年生以下は保護者同伴）

　 10人（申込多数の場合は抽選）
　 小沼純子
　 50円（材料費）　 
　 5月10日（火）17時までに電話か
メールで芝久保公民館へ

「コーヒーの愉しみ方」
ドリップコーヒーのおいしい入れ

方とコーヒー豆について学びます。
　 5月20日(金)10時～12時　
　 12人(先着順)
　 熊田尚子
　 400円（コーヒー・菓子代）
　 お気に入りのコーヒーカップ
　 5月6日（金）10時
から電話で谷戸
公民館へ

○保育付き講座に初めて参加
する方を優先します。

○複数の保育付き講座を同時
期に申し込む場合はご相談
ください。

（原則、同時期に複数の保育を
利用することはできません）

　 6か月以上就学前の乳幼児15人
（１歳未満は３人程度）
　 5月6日（金）12時までに電話かメ
ールで芝久保公民館へ

　 本文他に　　・　・　・保育付き講
座の受講経験の有無を明記

保育付き講座を受講する方へ

ミニ

持っている文化はそれぞれ違う
～地域の多文化共生の取り組みについて～
地域活動の現場から
～地域の日本語教室では何をしているの？～

【話し合い】世界で起きていることと私たちの暮ら
しはどう関係がある？
【公開上映会】ドキュメンタリー映画
「異国に生きる　日本の中のビルマ人」
【公開講座】難民を受け入れることをどう考える？
日本に暮らす「難民」について知る

演劇ワークショップから学ぶ、多様な文化を受け
入れること

多文化防災を体験しよう　避難シミュレーション
ゲーム

多文化共生ってなんだろう？

外国の絵本を通して子育てを考える

保育室からの報告、これまでの振り返り

グローバル化が進む世界と私たちの暮らし

【話し合い】多様化する社会で生きるとは

防災を通じて「多文化共生」を考える

地域の子育て・多文化マップづくり

保育室からの報告、今後の活動に向けて

オリエンテーション

保育説明会

NPO法人西東京市多文化共生セ
ンター

地域日本語教室スタッフ

担当職員

担当職員

田中志穂（NPO法人難民支援協会）

飛田勘文（桐朋学園芸術短期大学
非常勤講師）

中村清美（国土防災技術株式会社）

薦田庸子（武蔵野市国際交流協会）

松本徹（絵本編集者）

保育員・担当職員

木下理仁（かながわ開発教育セン
ター事務局長）

担当職員

菊池哲佳（仙台観光国際協会）

松尾慎（東京女子大学現代教養学
部人間科学科言語科学専攻）

保育員・担当職員

担当職員

保育員・担当職員
回 日程
☆ 5/24

 1 5/31

 2 6/7

 3 6/14

 4 6/21

 5 6/28

 6 7/5

 7 7/12

 8 9/13

 9 9/20

 10 9/27

 11 10/4

 12 10/11

 13 10/18

 14 10/25

 15 11/1

 16 11/8

 17 11/15

 18 11/22

 19 11/29

 20 12/6

文
化
の
多
様
性
を
感
じ
よ
う

今
世
界
で
起
き
て
い
る
こ
と
を
知
ろ
う

地
域
で
共
に
生
き
て
い
く
と
は

内　　　容 講　　　師

※10/4、10/11の公開事業は、別途公民館だよりで参加者を追加募集します。

※7/7 の公開講座は別途公民館だよりで参加者を追加募集します。

【まちがいさがしの答え】
①ナースのポケットに刺さっているものの数②ナースの腕時計③男の子の口④男の子のパジャマのボタン⑤木のリンゴ

こもだ

よしひと

あきよし

ひだのりふみ

しん

たの

みやら

おさだてるちか

すながゆうじ

うすい

田無 多文化共生講座

子育て中の今考えよう
世界で地域で起きていること

保谷駅前 地域課題を考える講座

困難を抱える若者を支える
“場”をつくろう

芝久保 女性のための講座

子育てＭｙスタイル
～子どもの視点でこころとカラダを育む～

芝久保

ちいさな展示会

谷戸

ロビー講習会

柳沢 ムービールーム柳沢

保育付き

保育付き
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子 子の名前 生 子の生年月日保希 保育希望の有無



10年前、それまでのサークル見学会を「まつり」に変えようと提案したのは当時の公民館職員。毎年、準備会、実行委員会を重ね、よりよい形を探
り続けてきました。サークル間や地域の方々との交流の場にすること、より多くの人たちに公民館を知ってもらうことがまつりの目的です。笑顔
があふれ笑い声が響く2日間になりますように。

第10回　田無公民館まつり実行委員長　古賀節子

中国の家庭おやつ

　 5月21日（土）19時～20時半
　 柳沢公民館
 出演団体
柳沢マジッククラブ
バニラビーンズ

『
右
も
左
も
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』

（
小
林
史
明
著
、
チ
ッ
プ
ト
ン
刊
）

69
話
か
ら
な
る
エ
ッ
セ
ー
集
で
あ

る
。『
退
屈
し
の
ぎ
』『
ゴ
キ
ブ
リ
の

生
涯
』『
死
後
の
あ
い
さ
つ
』『
読
書

に
つ
い
て
』
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
身

近
で
見
聞
き
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。

い
ず
れ
も
千
字
程
度
の
長
さ
で
読

み
や
す
い
。
視
野
の
広
さ
、
知
識
の

豊
富
さ
に
加
え
て
、
文
章
が
ユ
ー
モ

ラ
ス
。
本
を
た
く
さ
ん
買
い
込
ん
で

読
む
の
を
忘
れ
る
奥
さ
ん
を
「
鳥
」

に
例
え
た
り
す
る
。「
捕
っ
た
え
さ

を
小
枝
に
刺
し
て
食
べ
る
の
を
忘
れ

て
し
ま
う
ツ
グ
ミ
の
よ
う
な
性
格

…

」
の
よ
う
に
。

特
に
中
身
の
濃
い
テ
ー
マ
は
、『
私

の
平
家
物
語
』
と
『
エ
ッ
セ
イ
の
書

き
方
』。

著
者
は
、
西
東
京
市
の
公
民
館
で

エ
ッ
セ
ー
講
座
の
講
師
も
担
当
し
た

こ
と
の
あ
る
小
林
史
明
さ
ん
。
現
在
、

ブ
ロ
グ
に
エ
ッ
セ
ー
を
精
力
的
に
書

き
続
け
、
読
者
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

１
位
、
２
位
を
競
っ
て
い
る
。
パ
ソ

コ
ン
で
「
週
刊
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
」
を

検
索
し
て
、
近
作
を
読
む
こ
と
も
お

勧
め
で
す
。

　メールでの
講座申込方法

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
の
た
め

に
、
市
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
が

企
画
す
る
事
業
を
審
査
の
上
、
公
民

館
事
業
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

第
１
期
実
施
分
企
画
懇
談
会

第
１
期
に
事
業
を
実
施
す
る
グ
ル

ー
プ
が
、
テ
ー
マ
の
設
定
や
講
師
の

選
び
方
、
事
業
で
目
指
す
も
の
、
ま

た
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
等
企
画
事
業
の
経
緯

を
説
明
し
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と

で
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
合
う

学
習
の
場
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
実
施
を
予

定
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
方
を
は

じ
め
、
そ
の
他
多
く
の
方
々
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
21
日
（土）  

10
時
〜

　

柳
沢
公
民
館

屋
敷
林
を
訪
ね
て　

〜
自
然
と
歴
史
を
知
ろ
う
〜

屋
敷
林
の
会

武
蔵
野
の
雑
木
林
も
屋
敷
林
も
、

代
々
生
活
の
中
で
利
用
し
、
守
っ
て

き
た
も
の
。
見
せ
て
い
た
だ
き
地
域

の
歴
史
と
自
然
を
見
直
し
て
み
よ
う
。

　

①
中
町
め
ぐ
り
②
芝
久
保
町
・
橋

場
め
ぐ
り
③
講
演
会
「
西
東
京
市

の
変
わ
り
ゆ
く
み
ど
り
」

　

①
６
月
４
日
（土） 
13
時
半
〜
16
時

　

②
６
月
11
日
（土） 

13
時
半
〜
16
時

　

③
６
月
25
日
（土） 

14
時
〜
16
時

　

①
保
谷
庁
舎
集
合
②
芝
久
保
公
民

館
前
集
合
③
田
無
公
民
館

　

①
②
20
人（
申
込
順
）③
70
人（
先

着
順
・
申
込
不
要
）

　

①
高
橋
孝（
古
文
書
研
究
会
会
員
）

②
亀
田
直
美
（
学
芸
員
）

　

③
中
村
賢
司
（
西
東
京
自
然
を
見

つ
め
る
会
代
表
）

　

①
②
に
つ
い
て
は
、
５
月
１
日
（日）

か
ら
電
話
で
左
記
へ

　

萩
原
☎
042
・
423
・
５
７
９
６

初
心
者
向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
講
座

ｉ
P
ａ
ｄ
た
の
し
み
隊

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
操
作
を
理
解

し
色
々
な
ア
プ
リ
を
楽
し
も
う
。
メ

ー
ル
の
送
受
信
を
覚
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

　

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
基
本
操
作

　

②
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
８
日
（水）
・
15
日
（水） 

　
　

13
時
半
〜
15
時
半

　

谷
戸
公
民
館

　

10
人
（
申
込
順
）

　

荻
田 

清
（
シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

　

500
円
（
資
料
代
）

　

５
月
６
日
（金）
か
ら
電
話
で
左
記
へ

　

ｉ
P
ａ
ｄ
た
の
し
み
隊
（
セ
プ
ロ

ス
内
）☎
042
・
425
・
６
０
９
０

　
（
平
日
10
時
半
〜
16
時
半
）

※

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
こ
ち
ら
で
用
意
し

ま
す
。

今回は手品とバロック音楽です。

バニラビーンズ（チェロ・チェンバロ・フルート）

竹内 稔
（中町在住）

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏名・電話番号・
　　　住所・年代
※後日確認メールを送り
ます。届かない場合は
お手数ですが、電話で
お問い合わせください。

ふりがな

こ  　が  せつ  こ

たけうちみのる

柳沢
第52回

ロビーコンサート公
民
館 

市
民
企
画
事
業
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時とき 場ところ 対 対象 定 定員 講 講師 申 申込保育 持 持ち物 （3面左下）¥ 費用等内 内容 連 連絡先 メール申込



記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
５
つ
。
解
答
は
２
面
下
に
。

※タッチの違いや色の濃淡はまちがいに
含みません。

お
た
の
し
み
川
柳

今
月
の
お
題
「
風
」

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

７
月
号
の
お
題
「
火
」
で
す

５
月
25
日（
水
）

締　

 

切

第
25
回
ふ
れ
あ
い
写
真
展

ふ
れ
あ
い
協
議
会
写
真
ク
ラ
ブ

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
ふ
れ
あ
い

写
真
展
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。
会

員
の
力
作
を
た
く
さ
ん
出
展
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
８
日
（日）
〜
12
日
（木）
／
10
時
〜

17
時
（
初
日
11
時
か
ら
）
／
保
谷
駅

前
公
民
館
／
福
間
☎
03
・
３
９
２

５
・
２
２
３
８

第
10
回　

定
期
演
奏
会

保
谷
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

私
た
ち
の
演
奏
会
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
？
曲
目
は
レ
ス
ピ
ー
ギ
作

曲
「
リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古
風
な
舞

曲
と
ア
リ
ア
第
３
組
曲
」
ほ
か
。

５
月
14
日
（土） 

13
時
半
開
場
・
14
時

開
演
／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／
丸

山
☎
080
・
３
４
０
７
・
９
３
５
２

コ
ー
ル
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー

 　
　
　

第
９
回
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー

金
子
み
す
ゞ
の
歌
、子
守
歌
、現
代

の
愛
唱
歌
等
歌
い
ま
す
。ゲ
ス
ト
は

す
ば
ら
し
い
ピ
ア
ノ
と
サ
ッ
ク
ス
の

演
奏
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

５
月
15
日
（日）
／
13
時
開
場
・
13
時

半
開
演
／
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル 

／
指

揮
・
大
西
進
、
ピ
ア
ノ
・
能
村
久
雄
、

ゲ
ス
ト
・
神
﨑
え
り
、
野
村
亮
太
／

瀬
下
☎
042
・
421
・
６
１
７
７

す
み
れ
歌
謡
連
合
第
22
回
発
表
会

す
み
れ
歌
謡
連
合
会

佐
藤
ま
さ
子
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
練
習
し
て
き
た
一
年
間
の
成
果
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

５
月
22
日
（日）
／
11
時
開
演
／
西
東
京

市
民
会
館
／
古
賀
☎
090
・
３
１
０
５
・

３
８
６
２

第
16
回
人
物
写
生
会
絵
画
展

人
物
写
生
会

20
名
ほ
ど
の
会
員
の
作
品
100
余
点

を
展
示
し
ま
す
。
人
物
画
を
は
じ
め

静
物
画
、
風
景
画
な
ど
多
彩
な
作
品

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

５
月
24
日
（火）
〜
29
日
（日）
／
10
時
〜

17
時
（
初
日
13
時
か
ら
）
／
き
ら
っ

と
／
橋
本
☎
042
・
463
・
６
８
１
４

シ
ャ
ン
ソ
ン
の
夕
べ

シ
ャ
ン
ソ
ン
を
楽
し
む
会

若
葉
香
る
、
さ
わ
や
か
な
五
月
、

コ
ー
ル
田
無
に
て
催
し
ま
す
。
お
友

達
を
誘
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

５
月
28
日
（土）
／
16
時
開
場
・
16
時
半

開
演
／
コ
ー
ル
田
無
／
180
人
（
先
着

順
）／
山
崎
☎
042
・
462
・
８
６
２
１

（
18
時
〜
）

ソ
レ
イ
ユ
・
コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ル
・
ソ
レ
イ
ユ

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
楽
し

く
合
唱
（
笑
）
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ

ひ
聴
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

５
月
28
日
（土）
／
14
時
〜
16
時
（
13

時
半
開
場
）／
ま
ろ
に
え
ホ
ー
ル（
東

久
留
米
市
）
／
入
場
料
500
円
／
大
嶋

☎
090
・
６
１
９
３
・
４
６
５
６

夏
目
漱
石
没
後
100
年
、名
著『
こ
こ
ろ
』

を
読
み
解
き
ま
す

西
東
京
風
の
会

『
こ
こ
ろ
』
は
先
生
と
Ｋ
が
自
殺

す
る
小
説
で
す
。
明
治
の
近
代
化
に

伴
う
個
人
主
義
が
現
代
人
に
も
た
ら

し
た
孤
独
の
問
題
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

５
月
29
日
（日）
／
14
時
〜
16
時
／
田

無
公
民
館
／
講
師
・
小
林
力
（
西
東

京
風
の
会
）
／
資
料
代
200
円
／
榎
本

☎
090
・
７
８
４
０
・
４
１
３
６

映
画「
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
」上
映
会

西
東
京「
う
ま
れ
る
」実
行
委
員
会

う
ま
れ
る
命
、
旅
立
つ
命…

。
３

組
の
家
族
の
生
と
死
を
描
い
た
、
笑

い
と
涙
、
愛
の
物
語
。（
上
映
時
間

122
分
）

５
月
29
日
（日）
／
①
10
時
半
〜
②
14

時
〜（
各
回
30
分
前
開
場
）
／
西
東

京
市
民
会
館
／
大
人
千
200
円
（
前
売

り
千
円
）・
子
ど
も
800
円
（
前
売
り

600
円
）
／
託
児
あ
り
・
１
人
800
円
（
要

申
込
）
／
保
澤
☎
050
・
３
７
０
６
・

２
９
１
６

10
周
年
記
念 

七
夕
茶
会
い
け
ば
な
展 

参
加
者
募
集

西
東
京
市
茶
道
華
道
文
化
協
会

10
周
年
を
迎
え
、
催
し
を
一
緒
に

作
り
あ
げ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ

ひ
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

７
月
３
日
（日）
／
10
時
〜
15
時
／
田

無
神
社
ほ
か
／
お
茶
席
料
１
万
円
・

い
け
ば
な
展
示
千
円
（
器
・
花
各
自
）

／
佐
々
木
☎
090
・
６
１
４
８
・
９
２

４
０
／
申
し
込
み
５
月
15
日
ま
で

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
毎
回
の

会
議
で
は
、
委
員
の
み
な
ら
ず
、
職

員
の
皆
さ
ん
の
熱
意
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
西
東
京
市
で
は
、
市
民
が

中
心
と
な
っ
て
、
各
所
属
や
団
体
の

活
動
を
こ
え
て
話
し
合
い
、
支
え
合

い
な
が
ら
公
民
館
を
守
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
に

つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
も
高
く
、

国
際
理
解
に
関
す
る
事
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
多
文
化
教
育

の
視
点
に
基
づ
く
異
文
化
交
流
の
取

り
組
み
が
非
常
に
重
要
な
鍵
と
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
外
国
籍
や
外
国
に

つ
な
が
る
人
々
へ
の
一
方
的
な
学
習

活
動
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
の
相

互
理
解
を
は
か
る
こ
と
や
、
存
在
を

認
め
合
う
こ
と
な
ど
の
連
携
を
視
野

に
入
れ
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
会

　

５
月
25
日
（水） 

18
時
半
〜

　

柳
沢
公
民
館

　

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

　

柳
沢
公
民
館

　

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

笑
顔
の
太
極
拳
悠
有
ク
ラ
ブ

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
楽
し
い
仲

間
と
太
極
拳
を
し
ま
せ
ん
か
。

月
４
回
水
曜
日
／
10
時
〜
11
時
40
分

／
田
無
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千

円
・
月
額
３
千
円
／
田
中
☎
042
・

468
・
５
０
１
１

中
国
水
墨
画　

龍
の
会

仲
間
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
方
大
歓
迎
で
す
。

月
４
回
水
曜
日
／
13
時
半
〜
16
時
半

／
谷
戸
公
民
館
／
月
額
３
千
円
／
水

井
☎
042
・
421
・
２
１
６
４

舞
研

社
交
ダ
ン
ス
経
験
者
で
、
も
う
一
度

始
め
た
い
方
（
女
性
は
初
級
者
可
）。

毎
週
日
曜
日
／
13
時
〜
16
時
半
／
ひ

ば
り
が
丘
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
２

千
円
・
月
額
３
千
500
円
／
川
村
☎

042
・
424
・
３
０
７
１

グ
ラ
ン
デ
ー
ル

（
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
に
よ
る
合
奏
、

初
心
者
歓
迎
。
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。

第
１
・
３
木
曜
日
／
10
時
〜
11
時
半

／
谷
戸
公
民
館
／
月
額
２
千
500
円
／

高
橋
☎
042
・
422
・
８
８
２
０

ラ
・
テ
ィ
ー
ア　

ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
を
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
指
導
者
あ
り
。

第
１
・
３
木
曜
日
／
９
時
〜
12
時
／

保
谷
駅
前
公
民
館
・
田
無
公
民
館
／

入
会
金
千
円
・
月
額
３
千
500
円
／
村

田
☎
042
・
421
・
６
１
２
８

保
谷
ク
ロ
ッ
キ
ー
会
・
グ
ル
ー
プ
Ａ
Ｄ

講
師
な
し
。
未
経
験
者
見
学
不
可
。

留
守
電
に
電
話
を
。
折
り
返
し
ま
す
。

５
月
〜
10
月
の
第
３
水
曜
日
／
18
時

〜
21
時
／
保
谷
駅
前
公
民
館
／
月
額

２
千
円
／
江
田
☎
042
・
463
・
０
７
９
３

東
伏
見
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル

あ
な
た
も
外
に
出
ま
せ
ん
か
！
「
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
」、
楽
し
い
よ
。

毎
日
／
９
時
〜
11
時
／
東
伏
見
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
／
保
谷
☎
042
・
466
・
８

５
３
９

保
谷
女
声
合
唱
団

私
た
ち
と
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

初
心
者
歓
迎
、
見
学
自
由
で
す
。

毎
週
水
曜
日
／
９
時
50
分
〜
12
時
15

分
／
ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
／
入
会
金

千
円
・
月
額
５
千
円
／
笠
間
☎
042
・

452
・
６
３
５
７

健
康
を
考
え
る
会

肩
こ
り
、
冷
え
、
不
眠
、
耳
鳴
り
に

効
く
耳
ツ
ボ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
え
ま
す
。

第
４
火
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／
保
谷

駅
前
公
民
館
／
月
額
500
円
／
萩
原
☎

042
・
422
・
４
８
４
４
（
不
在
時
は
留

守
番
電
話
に
お
名
前
、
ご
連
絡
先
を

残
し
て
く
だ
さ
い
）

フ
ラ
ダ
ン
ス　

ラ
ー
ウ
ル

施
設
を
訪
問
し
元
気
を
頂
く
こ
と
も
。

共
に
楽
し
む
初
心
者
の
方
常
時
募
集
。

月
３
回
月
曜
日
／
13
時
〜
16
時
／
田

無
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月
額
３

千
円
／
保
谷
☎
042
・
466
・
８
５
３
９

私
自
身
、
と
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

私
は
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の

子
ど
も
の
教
育
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
た
め
、
２
０
０
４
年
に
韓
国

か
ら
日
本
へ
留
学
し
ま
し
た
。
大
学

生
の
こ
ろ
か
ら
多
文
化
教
育
に
つ
い

て
勉
強
を
し
、
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
と
し
て
訪
問
し
た
学
校
で
の

経
験
と
公
立
中
学
校
に
お
け
る
教
育

実
習
の
経
験
を
通
し
て
、
外
国
人
の

子
ど
も
の
教
育
の
現
状
を
実
際
に
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ
こ
で
、学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
、

学
校
教
育
を
補
う
教
育
機
能
と
し
て
、

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
取
り
組
み

の
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。

こ
の
教
育
機
能
を
担
う
場
と
し
て

日
本
に
は
、
公
民
館
と
い
う
場
が
あ

り
ま
す
。公
民
館
で
は
多
文
化
共
生
・

＊
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

３
月
６
日
（日）
、
西
東
京
市
教
育
委

員
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
５
月
か
ら
平
成
27
年
４

月
ま
で
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

を
務
め
ら
れ
た
渡
辺
文
子
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
西
東
京
市
公
民
館
の
事

業
方
針
と
各
館
の
学
級
・
講
座
の
予

定
を
記
載
し
た
事
業
計
画
を
全
館
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
28
年
度
公
民
館
事
業
計
画
を

配
付
し
て
い
ま
す

渡
辺
元
委
員
に
教
育
委
員
会
表
彰

・
暖
か
い
母
の
声
す
る
千
の
風
　
　
　
　
大
久
保
ア
ヤ
子

・
診
察
終
え
ベ
ン
チ
の
二
人
春
の
風
　
　
山
口
紅
華

・
春
風
に
マ
ス
ク
ゴ
ー
グ
ル
花
見
酒
　
　
ヒ
サ
子

５月12日　看護の日
看護する心、ケアの心を広く知っ
てもらい、育んでもらおうと、1990年、
厚生省（現在の厚生労働省）が、イギ
リスの看護師ナイチンゲールの誕生
日にちなんで制定しました。

作画：古田島由美（富士町）

「
手
話
歌
」
を
発
表
す
る
、
そ

の
空
間
は
温
か
さ
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
心
を
伝
え
る
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
素
敵
で
、
そ

の
姿
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。（
美
）

の
う
む
ら

こ
う
ざ
き

ぶ  

け
ん

こ    た  じま  ゆ    み

オ 

　
セ  

ヨ
ン

サークル
から

催
し
物
案
内

サークル
から

会 

員 

募 

集

編
集
後
記

国
際
化
に
お
け
る
公
民
館
の

在
り
方
を
考
え
る

公
運
審
委
員　
　

呉
世
蓮
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